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ICT プレゼンテーションルームを新設します 

日本経済が世界への挑戦者であった 20世紀には、ਭୡ学ৡ＝学歴＝安৒就ௌ＝安心ഠ後と
いう鉄板の法則がありましたが、今やそれを信じることは難しくなってしまったように思います。もちろん、
有名大学を頂点とする学歴のヒエラルキーが今も存在していることは事実です。しかし、これが必要で
はあっても十分条件ではない、という現実に直面する現代は「共通前提のない多様性の時代」とでも
言うべきものかもしれません。 

それは、今の଄者達のシューカツにも大きな影響を及ぼしていて、学歴だけではなかなか就職が決
まらない、という辛過ぎる現実が日常的に突きつけられるとともに、必要なৡとして「コミュニケーション
ચৡ」や「独創性」ということが盛んに言われるようになっています。ほんの૘し前の時代にも、このৡは
重視されていたのですが、そのਊ時のコミュニケーションચৡと言いますと、仲間内で礼儀正しく気配り
ができる、૬気をഭ峪ৡがある、というஙのਔ௡়いが強かったように思いますし、独創性とはいいまし
ても、ૐ੮から大きくはみলさないங২の஑୊り性、くらいであったように思います。 

それにৌして、現在言われているコミュニケーションચৡとは、౮ધ৲嵣౮੼கとの共生ৡであったり、
ঽ分の思いを਀現できるৡを指していることが多いようですし、さらにそのચৡに強࿟なオリジナリティを
求められているわけですので、今の子ども達は大変としか言いようがありません。こんな時代に、私たち
大人はどんなアドバイスをし、どんなサポートができるのでしょうか。 

ਭୡ学ৡٔプレゼンテーションચৡ＝日根野スタイル 

私たちの日根野高校に、三つのスクリーンを配備した ICT プレゼンテーションルームが設置されること
になりました。この部屋で、10人ங২の 3 つの小チームの全員がタブレット端末を使って、高ᄄ২で
濃密なプレゼンテーション授業を展開していく計画です。これからのコミュニケーションの時代を生きてい
くために、ਭୡ学ৡプラスワンとして必要になるચৡのひとつがプレゼンテーションચৡであると考えたか
らです。生徒達に場数を踏ませ、照れや気後れを克服してほしいという強い思いで予算組みをいたし
ました。より大જにしたいことは、૛৶のৡで相手を圧倒する鋭いディベートચৡではなく、相手からの
共感を得るしなやかなプレゼンテーションચৡである。私たちはそう考えてみたいと思います。 


